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講演概要

各メディアからの画一的な報道によって形成される国民の偏った価値観、東アジア諸国に対する虚像。

そのような偏見や、思想の隔たり、そして日本に向けられた憎悪を越え、東アジア全体が真の協調、

連帯関係を築くために日本の進むべき道はどこにあるのか。また、そこでメディアが果たすべき役割

とはどのようなものなのか。議員時代に内閣官房長官、自民党幹事長などを歴任し、政界でその手腕を

大いに振るった野中氏に、そのあるべき姿を問う。

講演者略歴

野中 広務（のなか・ひろむ　1925年10月20日―）　

京都府船井郡園部村（後の園部町、南丹市園部町）出身。園部町長、京都府副知事などを経て、

1983年衆議院に初当選。衆議院議員時代の選挙区は京都4区（当選 7 回）。

全国土地改良事業団体連合会会長。京都府身体障害者団体連合会会長。

日中友好協会名誉顧問。日本行政書士政治連盟最高顧問。勲一等旭日大綬章。

2006年 10月より平安女学院大学客員教授。

主催：同志社大学社会学部メディア学科 浅野健一ゼミ

